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世代を超え楽しく運動
南小校区でニュースポーツ体験会

国を超えた交流が実現
外国人のための茶話会2
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すごろくトークでは出身国の自慢や
町に来て驚いたことなどを話した

　町として初めての交流イベント「外国人のための茶
話会」を、防災センターで開催しました。
　町やその近くに住む外国人16人と日本人ボラン
ティア３人の計19人が参加。自己紹介の後、すごろ
くトークを行い、各テーブルでは日本語や英語、台湾語
が飛び交い、時折手をたたいて笑う姿も見られました。
　町内在住でタイ出身の参加者は「楽しかった。英語
で会話もできて良かった」と話しました。

道具の使い方や遊ぶ際のポイントなどを
体験しながら学ぶ

　町スポーツ推進委員協議会主催のニュースポーツ
体験会を、菊陽南小学校で行いました。区長や地域の
体育委員、子どもたちなど、幅広い世代の25人が５
種目のニュースポーツを楽しみました。
　参加者は「ぜひ地域の体育祭などに取り入れてみた
い」と話しました。
　申し込み不要で誰でも参加することができるこのイ
ベントは、今後も各小学校区で開催する予定です。

　2024ＩＣＵ世界ジュニアチアリーディング選手権大会で優勝
したKiyomi Cheer Dance Place Kumamoto所属の德

とく
丸
まる

みそ
らさん（上津久礼）、吉

よし
村
むら

唯
ゆい

花
か

さん（下津久礼）、宮
みや

崎
ざき

愛
あ

咲
さ

実
み

さん（南
花立）が、町を表敬訪問しました。
　50カ国の選手が集った本大会で、準決勝を２位で通過し、見
事優勝に輝きました。
　周囲の人々への感謝の気持ちを語っていた３選手の活躍の様子
は、総合体育館でも見ることができます。

チアリーディングで世界１
優勝チームが町を表敬訪問5
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メダルを手に笑顔の選手たち
（左から德丸さん、宮崎さん、吉村さん）

　民生委員・児童委員協議会が、姉妹都市である鹿児島県屋久島
町で交流研修を行いました。町からは32人が参加し、屋久島町
が取り組む制服リユース事業や、平成27年５月の口

くちの

永
え

良
ら

部
ぶ

島噴
火時の対応などを学びました。
　互いの委員としての日々の活動についても活発に議論が交わさ
れ、とても充実した研修となりました。

姉妹都市盟約30周年の交流
民生委員・児童委員協議会交流研修

あいさつする菊陽町民生委員・児童委員協議会の
坂
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会長（武１町内）
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　国民の足を守る熊本県民会議（会長：坂
さかもとただし

本正）から
ＴＳＭＣ進出による周辺の交通渋滞改善および地下
水保全と安全に関わる要望書の提出があり、その後、
意見交換を行いました。
　対応した小牧副町長は、町における渋滞調査の内
容や、町や国・県が行う道路整備、企業の時差出勤
などの取り組みを説明するとともに、今後も町民の
不安を払拭するよう、全力で取り組んでいくと応じ
ました。

問 建設課　建設係　☎（232）2115

渋滞対策について意見交換

問 都市計画課　まちづくり推進室　☎（232）4927

　県議会６月定例会で、菊池郡選出の中村県議が、「JASM
周辺の都市基盤整備」について一般質問を行いました。
　中村県議は、町が進めている「駅を中心とした市街地整備
（知の集積など）」や「アーバンスポーツの推進」に関する町
との連携について質問し、木

き

村
むら

知事、倉
くら

光
みつ

観光戦略部長が、
「町と連携して取り組みを進める」と回答しました。
　町は、半導体企業の立地などを踏まえ、交通渋滞対策など
の重要課題に最優先で取り組みながら、今後の経済発展や人
口増加に対応するための「将来を見据えたまちづくり」も、
県と連携して進めていきます。

質問項目 質問概要 回答概要

豊肥本線新駅
を中心とした
知の集積の取
組みについて

•町が進めている新駅の設置や、駅を中心
とした市街地整備、知の集積の取り組み
は、県が掲げる新大空港構想の実現や空
港アクセス鉄道の整備、ＪＲ豊肥本線機
能強化の具体化に向けた第一歩となるも
の。
•県として、これらの取り組みをどのよう
に捉えているのか。町とどのように連携
していくのか。

【木村知事】
•菊陽町の取り組みは、新大空港構想が描く空港周
辺地域の将来像である「地方創生の先進地域」の
実現に向けた力強い後押しになるもの。
•特に知の集積の取り組みは、町の将来につながる
だけでなく、県が目指している熊本経済のイノ
ベーションや新生シリコンアイランド九州の実現
につながる大きな可能性を持っている。町との連
携を積極的に図っていく。

施設整備に伴
うアーバンス
ポーツの推進
について

•町は、既存の公園を拡張し、新たにアー
バンスポーツ施設などを整備する計画で、
令和８年度には開業予定。
•３月に県と町がアーバンスポーツの推進
に関する連携協定を締結しており、これ
を踏まえ、県は、町とどのように連携し、
アーバンスポーツの推進を図っていくの
か。

【倉光観光戦略部長】
•協定では、県が関係競技団体の育成などを行い、
県と町が連携し、機運醸成や普及促進、大会・合
宿などの誘致および開催などに取り組むこととし
ている。
•町と共に、国際大会や全日本クラスの大会、合宿
誘致などに取り組むことで、国内外から多くの利
用者や観光客を誘致したい。

「JASM周辺の都市基盤整備」について一般質問
県議会　令和６年６月定例会

質問の様子

要望書を提出した坂本会長（左）と小牧副町長（右）



17 16

kkKikuyo Town Topics

2 0 2 4 . 8  K O H O  K I K U Y O K O H O  K I K U Y O  2 0 2 4 . 8

　火の国酪農協同組合婦人部の生
しようやま
山優

ゆう
子
こ
さん（鉄砲小路）が、牛乳

の消費拡大に関する取り組みの一環として、吉本町長に牛乳を贈
りました。
　生山さんは「牛乳をたくさん飲んで、町民の皆さんに健康に
なってほしい」と笑顔で手渡しました。
　また、阿蘇ミルク牧場のこだわりの牛乳「阿蘇の雫」を試飲し
ました。
　来年の父の日は、牛乳を大切な人に贈りませんか。

父の日に牛乳を贈ろう
火の国酪農協同組合婦人部が牛乳を贈呈17

6

甘くおいしい牛乳を手渡した生山さん（中央）

　菊陽南小学校の児童が、劇作家の山
やま
川
かわ
里
さと
海
み
さんや久

ひさ
田
だ
陽
や
春
す
子
こ
さ

んをはじめとした５人の能楽師による能楽・狂言ワークショップ
を受講しました。
　児童は、２年前に今回の講師による新作狂言「熊本三獣士」を
観覧しており、今回のワークショップでは、狂言での感情表現や
横笛・小鼓の演奏などを体験しました。参加した児童は「舞台で
見た狂言やおはやしを体験できてうれしかった」と笑顔で話し
ました。

南小の児童が伝統文化を体験
能楽・狂言ワークショップ

小鼓の演奏方法を学ぶ児童

・18
6

19

投稿募集中

皆さんが町民の皆さんに伝えたい情
報や、活躍を掲載します。掲載月の
２カ月前の月の15日までにご連絡
ください。
必ず掲載されるわけではありません。

問 総合政策課　企画政策係
☎（232）2112

kouhou@town.kikuyo.lg.jp

ホームメイドモンテッソーリをホームメイドモンテッソーリを

親子で体験講座親子で体験講座

　将棋の藤
ふじ

井
い

聡
そう

太
た

さんが学んだモンテッソーリ教育を、
さまざまな教具を使って体験してみませんか。
日時　８月24日㈯
　　　午前10時30分～11時30分
場所　光の森町民センターキャロッピア
費用　500円
対象者　０～６歳の未就学児と保護者
定員　５人
申込方法　電話で申し込む
申問 ☎070（9194）0407
　　 百

もも

崎
さき平成30年８月７日生まれ（新町）

廃材でお菓子やたこ焼きなどいろいろ
な物を作って、友達と一緒にごっこ遊
びを楽しんでいます。

折り紙遊びが大好きで、飛行機を折っ
て飛ばしたり、ちょうちょや電車など
を作ったりして楽しんでいます。

坂
さか

西
にし

　琉
るい

洲
す

さん
平成30年８月21日生まれ（南方）

みどり園

澤
さわ

村
むら

　栄
えい

人
と

さん

力を合わせて一致団結
第６回菊陽町子ども会アジャタ大会7

7

　第６回菊陽町子ども会アジャタ大会を総合体育館で開催しま
した。
　アジャタとは、公式競技の玉入れのことで、100個の玉を約
３㍍上のかごの中に入れるまでの時間を競うスポーツです。
　今大会は18チーム、総勢124人が出場。予選では、チーム
ごとに３回のタイムトライアルを行い、ベストタイムを出した
上位３チームが決勝に進みました。各チームの玉を早く入れる
ために考え抜いたさまざまな戦略が、会場を盛り上げました。
　優勝に輝いたのは「ビーエービーエー馬場Ａ」チームでした。
大会の結果は次のとおりです。
【大会結果】　
優　勝：ビーエービーエー馬場Ａ（馬場子ども会）
準優勝：三里木ウィナーズ（三里木子ども会）
３　位：緑ヶ丘Ａ（緑ヶ丘子ども会）

１．優勝「ビーエービーエー馬場Ａ」チーム
２．選手宣誓をする三里木子ども会選手代表
３．全員で協力して玉を入れる

１３ ２

１

　町と連携協定を締結している熊本ヴォルターズから、町内８校の小・
中学校に、バスケットゴール型の「捨てたくなるごみ箱」が贈られま
した。
　これは、昨年度、町立小学校の６年生が国語科の学習のまとめとして
吉本町長らへ行った「町の未来への提案」の中で、「バスケットゴール
型のごみ箱のように、わくわくするアイデアで菊陽をきれいな町にした
い」と提案があり、熊本ヴォルターズの協力により実現したものです。
　武蔵ケ丘中学校と菊陽西小学校で行われた贈呈式では、本

もとむらりようすけ
村亮輔選

手からごみ箱が手渡されました。

小学生による町の未来への提案を実現
熊本ヴォルターズから捨てたくなるごみ箱贈呈式3
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本村選手からごみ箱を受け取る
武蔵ケ丘中学校の生徒
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